
きのこ原木の供給希望量・供給可能量及び問合せ先
平成28年5月末現在　

供給希望量 供給可能量 問合せ先
本数 ㎥ 本数 ㎥ 部署 電話

01北海道
水産林務部林務局林業木材課流通加工グ
ループ

011-204-5491

02青森県 農林水産部林政課林産振興グループ 017-734-9517
03岩手県 81,320 894 農林水産部林業振興課 019-629-5775
04宮城県 187,000 2,057 農林水産部林業振興課地域林業振興班 022-211-2914

05秋田県 18,000 198
農林水産部園芸振興課野菜･畑作･特用林産
班

018-860-1803

06山形県 7,000 30 農林水産部林業振興課 023-630-2527
07福島県 農林水産部林業振興課 024-521-7432
08茨城県 406,300 2,844 農林水産部林政課 029-301-4026
09栃木県 600,000 8,160 環境森林部林業振興課 028-623-3272
10群馬県 131,500 1,448 環境森林部林業振興課 027-226-3234
11埼玉県 農林部森づくり課 048-830-4325
12千葉県 農林水産部森林課 043-223-2966
13東京都 産業労働局農林水産部森林課 03-5320-4861
14神奈川県 8,600 89 環境農政局緑政部森林再生課 045-210-4342
15新潟県 農林水産部林政課 025-280-5326
16富山県 12,500 138 農林水産部森林政策課 076-444-3389
17石川県 農林水産部森林管理課 076-225-1646
18福井県 農林水産部森づくり課 0776-20-0443
19山梨県 森林環境部林業振興課 055-223-1652
20長野県 林務部信州の木活用課 026-235-7267
21岐阜県 20,000 220 林政部県産材流通課 058-272-8487
22静岡県 経済産業部農林業局林業振興課 054-221-3618
23愛知県 4,500 37 農林水産部農林基盤局林務課 052-954-6444
24三重県 48,000 638 農林水産部森林･林業経営課林業振興班 059-224-2563
25滋賀県 10,000 100 琵琶湖環境部森林政策課 077-528-3918

26京都府 6,000 67
農林水産技術センター 農林センター 森林技
術センター 普及指導担当

0771-84-1770

27大阪府
環境農林水産部みどり推進室森づくり課森林
支援グループ

06-6210-9556

28兵庫県 農政環境部農林水産局林務課 078-362-3467
29奈良県 農林部林業振興課 0742-27-7469
30和歌山県 50,400 554 農林水産部森林･林業局林業振興課 073-441-2962

31鳥取県
農林水産部森林･林業振興局県産材･林産振
興課

0857-26-7264

32島根県 農林水産部林業課 0852-22-5168
33岡山県 農林水産部林政課 086-226-7452
34広島県 6,600 66 農林水産局林業課 082-513-3701
35山口県 農林水産部森林企画課事業体支援班 083-933-3460
36徳島県 15,000 165 農林水産部林業戦略課 088-621-2482
37香川県 8,000 58 環境森林部みどり整備課 087-832-3456
38愛媛県 80,000 880 農林水産部森林局林業政策課 089-912-2587

39高知県 151,000 1,661 林業振興･環境部木材産業振興課 088-821-4591

40福岡県 3,500 39 農林水産部農山漁村振興課 092-643-3505
41佐賀県 生産振興部林業課 0952-25-7133
42長崎県 農林部林政課 095-895-2988
43熊本県 21,300 960 農林水産部林業振興課 096-333-2444
44大分県 225,000 2,025 農林水産部林産振興室椎茸振興班 097-506-3836

45宮崎県 50,000 550
環境森林部山村･木材振興課特用林産振興
担当

0985-26-7157

46鹿児島県 3,000 300 環境林務部森林経営課 099-286-3364
47沖縄県 農林水産部森林管理課 098-866-2295

1,573,120 17,276 581,400 6,902
　国　有　林 395,967 4,356 林野庁国有林野部業務課供給企画班 03-3593-1675

1,573,120 17,276 977,367 11,258
注１：本表に掲載した数値は、現在立木の状態であってもきのこ原木として本数、材積に換算（推定）したもの。
注２：本数または材積のみの報告の場合は、１本＝0.011㎥で換算している。
注３：供給可能量は、平成28年秋および平成29年春の植菌に供する数量である。
注４：高知県、熊本県、国有林からの供給方法については、入札が基本であり、供給可能量は概数である。
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